
盛
ん
に
行
わ
れ
た
試
し
斬

せ
つ
　
　
　
　
だ
ん
　
　
　
　
め
い

「裁
断
銘
」
と
は
、
刀
の
斬
れ
味
を
実
際
の
試
し
斬
り
で
試
し
た
証
を
、

茎
に
刻
ん
だ
銘
文
。
罪
人
の
死
体
を
重
ね
て
斬
り
、

重
ね
た
死
体
の
数
や
斬
れ
方
な
ど
で
、
「二
つ
胴
裁
断
Ｌ
三
つ
胴
落
」
な
ど
と
記
す
。

裁
断
銘
が
流
行
す
る
の
は
江
戸
時
代
中
期
か
ら
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
裁
断
銘
は
普
及
し
て
い
っ
た
の
か
。
そ
の
背
景
を
探
る
。

文
／
柵
塩
騰

〓
〓
十

（刀
剣
史
研
究
家
）

戸
寛
文
期
、
裁
断
銘
は

幕
府
御ぉ
様
御ご
ル
を

齢
業
と
し
た
酢
野
家

刀
工
は
「折
れ
ず
、
曲
が
ら
ず
、
よ
く
斬

れ
る
」
の
追
求
が
課
題
で
あ
り
、
武
士
に
と

っ
て
も
斬
れ
味
は
最
大
の
関
心
事
で
あ
る
。

名
物
刀
剣
に
も
斬
れ
味
の
良
さ
に
起
因
す

る
物
語
を
持
つ
異
銘
（童
子
切
り
、
鉄
砲
切

り
、
篭
手
切
り
、
へ
し
き
り
、
波
滞
ぎ
、
一
一念

仏
、
に
っ
か
り
等
）
が
付
け
ら
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
名
刀
は
斬
れ
の
良
い
刀
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
の
斬
れ
味
を
実
証
し
た
裁
断
銘
が
、

江
戸
前
期
の
寛
文
元
（１
６
６
１
）年
頃
に

流
行
し
た
寛
文
新
刀
に
多

い
。
こ
の
背
景

を
考
察
し
た
い
。

＊

裁
断
銘
と
は
人
間
（罪
人
）
の
胴
体
を
使

っ
た
斬
れ
味
の
検
証
結
果
を
、
試
刀
し
た

年
月
、
切
り
手
氏
名
と
と
も
に
茎
に
刻
し

た
銘
で
あ
る
。
寛
文
新
刀
で
は
二
つ
胴
、
一二

つ
胴
な
ど
と
、
重
ね
て
斬

っ
た
胴
の
数
を

金
象
嵌
銘
と
し
て
入
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
、
新
々
刀
期
に
な
る
と
、

死
体
の
調
達
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
か
「両

車
Ｌ
太
々
」
な
ど
の
胴
の
部
位
の
裁
断
結

果
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
。

新
身
（当
時
に
製
産
さ
れ
た
刀
）
に
裁
断

銘
を
入
れ
る
の
は
初
代
康
継
か
ら
見
る
。

「三
ツ
胴
及
度
々
末
世
剣
是
也
」
な
ど
刻
さ

れ
た
も
の
が
数
本
存
在
す
る
し
、
江
戸
時

代
初
期
の
代
表
的
試
刀
家
の
中
川
左
平
太

重
良
の
ニ
ツ
胴
落
の
象
嵌
が
あ
る
刀
も
あ

る
。
中
川
は
１
２
０
０
石
の
旗
本
で
あ
り
、

●

存
滅
カ

国締
苺
キ 鶉

５
一■
君
一

轟
聰鮮儡漑

こ
ヽ
ヽ
■
４
ヘ
ー

日
■
韓
型
丘
Ｌ
【
一
一
一
一
】

餞

断
麟
中の
実
語
“
せ
つ
だ
ん
め
お

し
つ
し
ょ
う

な 江

流
行
し
た
の
力・

か

ん

ぶ

ん

た

め

囲
國
麟
囲

一

「徳
鵬
穀
膚
剛
事し
図す
許
員
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）
よ
り
「徘
樹
の
図
」。
輸
り
子
は
、
試し
那
家
の
雌
田た
潔
（朝
）右
，従
漱
が

，

習

魏鑢

雨 究』窯 ,′“滋″・/残 夕と滋

裁断銘の実状

日本刀ヌトーリー
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裁断銘の実状

日
早
雪
ガ
ス
ト
ー
ー
ソ
ー

ロ
【
い
一
一

畿
露
甲
銘
の
華
纂
い
せ
つ
だ
ん
め
い
の
し
つ
し
ょ
う

試
し
斬
り
は
古
刀
が
中
心
で
、
大
名
。旗
本

な
ど
高
位
の
依
頼
者
に
よ
る
金
象
嵌
銘
が

見
ら
れ
る
。

中
川
の
弟
子
の
山
野
加
右
衛
門
永
久
の

時
代
か
ら
、
新
身
に
お
け
る
試
し
斬
り
が

盛
ん
に
な
る
。
彼
は
２０
歳
か
ら
５０
歳
ま
で

の
間
に
約
６
０
０
０
体
を
斬

っ
た
と
伝
わ

り
、
「天
下
開
聞
以
来
五
ツ
胴
落
」
と
い
う

裁
断
銘
が
大
和
守
安
定
に
あ
る
と
伝
わ
っ

て
い
る
。

加
右
衛
門
の
子
、
山
野
勘
十
郎
久
英
の

裁
断
銘
は
明
暦
２
（１
６
５
６
）年
よ
り
確

認
さ
れ
て
い
る
。
雌
野の
家
の
様
雌
鍬
は
秘

泉
守
兼
重
、
上
総
介
兼
重
、
大
和
守
安
定
、

長
曽
祢
虎
徹
、
江
戸
法
城
寺
派
諸
工
な
ど

に
多

い
。
勘
十
郎
に
は
江
戸
新
刀
以
外
に

陸
奥
国
会
津
藩
の
三
善
長
道
や
肥
前
刀
、

大
坂
新
刀
に
も
存
在
す
る
が
数
は
少
な
い
。

山
野
家
に
裁
断
銘
を
依
頼
す
る
に
は
、

１０
両
も
要
し
た
と
も
伝
わ
る
。
山
野
家

へ

の
謝
礼
、
関
係
牢
役
人
な
ど

へ
の
謝
礼
や
、

準
備
の
人
件
費
や
金
象
嵌
銘
を
入
れ
る
工

作
料
も
含
む
の
だ
ろ
う
が
大
金
で
あ
る
。

加
右
衛
門
は
こ
の
金
で
晩
年
に
罪
人
供
養

の
た
め
に
台
東
区
三
ノ
輪
に
永
久
寺
を
建

立
し
て
い
る
。

寛
文
時
代
（１
６
６
１
～
７
２
年
）
の
前

後
に
は
多
く
の
試
刀
家
が
出
現
し
て
お
り
、

４０
名
以
上
の
裁
断
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

幕
府
御
様
御
用
は
山
野
家
の
後
、
鵜
飼

十
郎
右
衛
門
、
松
本
長
太
夫
な
ど
が
務
め
、

以
降
、
山
田
浅
右
衛
門
家
の
代
々
に
続
く
。

山
野
家
の
裁
断
銘
は
寛
永
１０
年
代
（
１

６
３
３
～
４
３
）
か
ら
見
る
が
、
万
治
・寛

文
年
間
（１
６
５
８
～
１
６
７
２
）
が
多
く
、

こ
れ
以
降
の
延
宝
、
天
和
、
貞
享
、
元
禄
時

代
初
期
頃
ま
で
見
受
け
ら
れ
る
。

大
名
も
自
ら
も

行
った
誹
し
斬
り

斬
り
試
し
は
専
用
の
頑
丈
な
柄
を
使
い
、

重
い
鉛
の
鎮
を
使
う
な
ど
の
準
備
が
必
要

だ
が
、
難
し
い
刀
術
で
、
水
心
子
正
秀
は

『
刀
剣
実
用
論
』
の
中
で
「手
の
内
が
勝
れ

た
者
で
も
、
柔
ら
か
い
胴
体
部
位
を
三
度

試
み
て
も
切
れ
な
い
刀
が
あ

っ
た
が
、
浅

右
衛
門
の
門
弟
が
試
し
直
す
と
堅
い
部
位

を
切
り
落
と
し
て
、
刃
も
痛
ま
な
か
っ
た
」

と
技
量
の
差
を
記
し
て
い
る
。　
　
　
　
．

こ
の
当
時
は
戦
国
大
名
の
２
代
目
の
時

代
だ
が
、
大
名
自
身
も
試
し
斬
り
を
し
て

い
た
。
４
代
将
軍
家
綱
の
事
績
に
も
新
刀

の
試
し
斬
り
に
立
ち
会

っ
た
こ
と
が
記
き

れ
て
い
る
し
、
歴
史
研
究
家
の
氏
家
幹
人

氏
の
著
書

『
大
江
戸
死
体
考
』
に
よ
る
と
、

熊
本
藩
細
川
忠
利
、
松
江
藩
堀
尾
忠
晴
、

佐
賀
藩
鍋
島
勝
茂
、
郡
山
藩
本
多
政
勝
、

紀
伊
藩
徳
川
頼
宣
な
ど
の
試
し
斬
り
の
記

録
、
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
各
藩
藩
士
に
も
試
し
斬
り
愛

好
者
は
多
か

っ
た
。
同
書
に
、
越
前
福
井
・

藩
の
田
辺
大
夫
は
据
物
斬
り
を
趣
味
に
し

て
た
の
で
、
草
履
取
り
は
屍
体
を
切
ら
さ

な
い
よ
う
に
忙
し
く
、
川
原
に
漂
着
し
た

屍
体
を
筵
な
ど
で
包
ん
で
持
ち
帰
り
、
縁

の
下
や
植
え
込
み
に
保
管
し
て
い
た
な
ど

の
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
加
賀

藩
で
寛
文
元
（１
６
６
１
）年
に
出
さ
れ
た
．

法
令
に
「路
上
の
行
き
倒
れ
や
川
の
流
死

体
を
猥
り
に
試
し
物
に
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
当
時
の
試
し
斬
り

の
流
行
の
証
左
と
記
さ
れ
て
い
る
。

人
を
殺
す
こ
と
に

痛
痒
を
感
じ
な
い
意
識

戦
同
時
代
に
は
殺
す
殺
さ
れ
る
が
日
常

茶
飯
事
で
、

，
）
の
時
期
に
来
日
し
た
宣
教

師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
１
５
８
３
年
に
記

し
た
資
料
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。
　
一

「我
々
に
お
い
て
は
人
を
殺
す
こ
と
は
、
そ
．

れ
を
行
う
権
限
や
司
法
権
を
有
す
る
人
以

刀斃長合称典壺人遺鳥薇 個人蔵
発支年間(1611～73年 )前後、幕府櫛襟渦角を拝命した面鼻勘ギ蔀災奨の義齢斃、「螢受
毛単穴筒ギ茜自式ヽラ前助箸出身勧犠 i災奨(北締)」 が刻まれた農薇の作(刀剣柴田発行
『現存の優品55』 より転載)。
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３
代
家
光

鷹
安

い慶

江戸時代前期 (1644～ 1688)の治安関係年表

1644

1645 江戸市中のかぶき者を取り締まる。辻番の増設が命じられる、三千石以 卜の者は、各自で辻番所を管理し、それ以

ドの者および寺社は、組合をつくるよう命じられる。人小ノJの 1ヽ法 _・

lll髪 に関する法度を出す。ノJは 1尺 ノヽ、ノし、J、

脇指は '(人 Jヽを限度とする.人鋼、人角卸、朱または黄の前1など禁 11。 また髪型などは人撫イJ、 大額 人そりさ

け、人Faな どを禁niする。

1646

1647

1648 江,1の 町人に長ノ

' 
大脇指などをつけてかぶき者になることを禁‖1。 本公人の真似をして刀をさすことの禁止。

1649 書院番、花畑番(4ヽ lxIネ 1)は各 i十 人すつ毎夜交代して城 ドの火事を見回り、また辻番人が熟llしないように見張

ることが命じられる。

1650

1651 慶安事件、末期養子の禁止緩和、かぶき者迫捕のためにを江戸市中に巡回させる。

1652 承応事件、辻斬り頻発、辻番に怠りなく勤務を命じる。El人 が長刀 脇指を帯びること、衣月にの奢修を禁11する。

町人召仕の帯刀は 11人 に従う時、または使に行く時のみに限るとする。江戸の浪人の実態調査をする。

1653 かぶき者取締り。辻立 ドリ立の禁止や、辻番人の警備の強化などが触れlllさ れる。

1654 奴供のliFガ 、美服の着テIjな どが禁 11。 盆前に不法の輩を取り締まるように町与力、同心が命じられる。

1655 旗本奴と町奴の争い。

1656 御家人の子弟が機鵠組として市中を横行。

1657 明暦の大火、わぶき者取締り、旗本奴の水野成之が町奴の幡随院長兵衛を殺す。

1658

1659 辻番は、昼は2人、夜は4入詰めること、夜は一刻に ‐
ll■ ずつ巡回することなどが定められ、辻番制が強化される。

1660中 条信慶の奴がかぶき者として斬罪。

1661 江戸,lj中 の茶庁f煮売りの西の刻以降の営業禁 li、 夜中に火を1吏 い煮物を売ることの禁 Ili、 夜中の不審者を辻番

が改めてり|き 連れることが、触れ出される。

1662

1663 殉死禁 IL、 辻番所市U度が改 Jiされ、辻番所の役務、■rtいの者の始末、宿1ミ しの禁嗜i、 食べ物商売の禁止など

が定められる。

1664 旗本奴大小神祇組首領の水野成之切腹。

1665 -番町の辻番人が、Jlll死 した同僚を井儀と称して道に捨て置tヽ た罪により、lf鼻をそがれて 1‖ さらされ、追放とな

る
=

1666御家人、旗本の喧嘩、乱行、遊蕩等の不祥事多い。

1667

1668 町人、/」を帯びて、江,f中を制作1の 儀、いよいよHitく 無用たるべし、イ11し 、免許の輩 (御 月l達町人)は制外の11。

猿楽師 狂 |:師などに対し、帯/J li党の禁 |卜 。

1669 旗本が吉原で喧嘩、刃傷。

1670辻 番所内の店貸しや食べ物販売の禁止、辻番の役務を記した辻番所壁書がためられる。

1671

1672 浄瑠璃坂の仇討ち。

1673

1674

1675

1676

1677

1678

1679 元鳥取藩士平井権人は辻斬うなどの罪で江戸鈴ヵ森で傑に処せられる。

1680綱吉が5代将軍となる。

1681

1682

1683 末期養子が吟味の上認可、,I戸 嗜j中 の男伊達が博変で処罰される。武家御抱えの猿楽1"絵 師および町人の帯

ノJの 禁111火 `li、 旅立し)と きも,な と諸規市Jを指・lN。 江′i城 内猿楽llll絵 師、後藤、本n」弥のlFノリ禁‖i。

服忌令発布。

生類憐みの令c

大小神祇組の21Xl余 人を追捕し、首謀者十一人を斬罪にし、唐大組の首領唐犬権兵衛を獄円。

外
に
は
許
さ
れ
な
い
が
、
日
本
で
は
、
各
々
、

自
ら
の
家
で
殺
す
こ
と
が
で
き
る
」

「日
本
人
は
動
物
を
殺
す
の
を
見
る
と
肝

を

つ
ぶ
す
が
、
人
殺
し
は
あ
り
ふ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
我
々
に
お
い
て
は
、
誰
か
が
他

人
を
殺
し
て
も
、
正
当
で
あ
っ
た
り
、
自
ら

の
防
衛
の
た
め
で
あ
れ
ば
生
命
は
助
か
る
。

日
本
で
は
、
人
を
殺
ぜ
ば
、
そ
の
た
め
に
死

な
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
の
人
が
姿
を

現
さ
な
け
れ
ば
別
人
が
そ
れ
に
代
わ

っ
て

殺
さ
れ
る
」

こ
の
風
潮
は
江
戸
時
代
前
半
に
も
引
き

継
が
れ
て
お
り
、
新
見
正
朝
と
い
う
長
命

の
幕
臣
が
８２
歳
時
の
享
保
１７
（１
７
３
２
）

年
に
著
し
た
『
八
十
翁
疇
昔
話
』
の
一
節
に

「昔
は
（略
）男
の
奉
公
人
は
少
し
の
悪
し
き

こ
と
や
、
無
礼
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
各
家
で

手
討
に
し
、
逐
電
す
れ
ば
尋
ね
出
し
て
殺

し
て
試
し
物
に
す
る
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
の

家
で

一
ヶ
月
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
、
一二

度
ほ
ど
あ

っ
た
か
ら
、
下
々
の
者
の
作
法

と
記
し
て
い
る
。
「昔
」
と
は
寛
文
時
代
（

６
６
１
～
７
２
年
）
の
江
戸
で
あ
り
、
新

正
朝
は
元
禄
～
享
保
期
に
な
る
と
刀
の

も
良
く
、
刀
脇
差
の
身
も
吟
味
し
て
い

さ
、
刀
装
な
ど
も
武
用
か
ら
離
れ
、
武

情
弱
に
流
れ
て
い
く
こ
と
を
嘆

い
て
い

の
で
あ
る
。

■
■

■
■

■
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4

承応元
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3

明暦元
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万治元
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延宝元
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4

5

6

7

8

天和元

2

3

貞享元

2

3

4

元禄元

囲

回

圃

目

安政2年刊行『平井権

八一代記』より(国文

学研究資料館蔵)。

５
代
網
吉

、『新国史大年表 第五巻一I』 (日
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 裁断銘の実状  :
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代
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治
安
が
悪
化
し
て
い
た

江
戸
時
代
前
期
の
町

戦
乱
時
に
は
従
来
の
秩
序
・礼
儀
感
覚

を
無
視
し
た
者
が
登
場
す
る
の
は
南
北
朝

時
代
の
バ
サ
ラ
大
名
に
例
が
あ
る
が
、
慶

長
期
（１
５
９
６
～
１
６
１
５
年
）
に
は
「か

ぶ
き
者
」
と
称
さ
れ
る
異
形
・異
装
の
者
が

現
れ
る
。
当
時
の
か
ぶ
き
者
の
大
鳥
居
逸

兵
衛
は
長
い
朱
鞘
に
「生
き
す
ぎ
た
り
や

八
幡
ひ
け
は
と
る
よ
い
」
と
記

し
て
闊
歩
し
て
い
た
が
３
０
０
人
の

一
党

と
と
も
に
成
敗
さ
れ
た
。
彼
等
は
命
を
軽

ん
じ
、
主
人
よ
り
も
仲
間
と
の
連
帯
を
大

事

に
し
て
い
た
。

か
ぶ
き
者
は
正
保
・慶
安
期
に
は
「旗
本

奴
Ｌ
町
奴
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
戦

場
で
武
功
を
上
げ
て
立
身
を
図
る
道
が
閉

ざ
さ
れ
た
鬱
憤
か
ら
反
社
会
的
行
動
に
走

っ
た
旗
本
や
、
江
戸
の
町
造
り
で
流
入
し

た
無
頼
の
町
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
い
く
つ
か

の
徒
党
を
組
ん
で
、
市
中
で
の
乱
暴
狼
藉

や
辻
斬
り
、
人
の
飼
い
大
を
斬
り
殺
し
て

喰
う
な
ど
の
迷
惑
行
為
を
行

っ
た
。

そ
の
辻
斬
り
が
江
戸
初
期
か
ら
前
期
に

か
け
て
、
江
戸
の
大
き
な
社
会
問
題
に
な

り
、
対
策
と
し
て
「辻
番
所
」
を
設
け
た
り
、

町
奴
、
奴
僕
対
策
と
し
て
刀
剣
の
寸
尺
の

規
制
や
、
町
人
の
帯
刀
規
制
を
厳
し
く
し

て
ぃ
っ
た
（Ｐ
７８
‐
２３
年
表
参
照
）
。

刀
工
自
身
の
ク宣
伝
縫

も

利
用
さ
れ
た
機
断
錯

こ
こ
ま
で
述

べ
て
き
た
諸
相
か
ら
、
江

戸
の
寛
文
新
刀
に
裁
断
銘
が
見
ら
れ
る
背

景
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
実
状

が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

①
将
軍
、
大
名
か
ら
末
端
の
武
士
に
至
る

ま
で
の
試
し
斬
り
の
流
行
（鎧
武
者
相

手
の
介
者
剣
法
か
ら
甲
冑
を
着
け
な
い

素
肌
剣
法

へ
の
剣
技
の
変
化
が
試
し
斬

り
の
関
心
を
呼
ぶ
）
。

②
人
の
命
、
自
分
の
命
を
軽
ん
じ
る
戦
国

時
代
以
来
続
く
意
識
。

③
幕
府
の
禁
止
令
で
辻
斬
り
で
試
す
の
は

犯
罪
と
な
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
試
し
斬

り
と
し
て
名
人
山
野
父
子
の
工
夫
が
あ

り
、
そ
の
名
声

へ
の
憧
れ
（名
人
の
裁
断

磐住支真合「墨菌薬|し 歯掌嵐」(右隻部分。重要文化財、徳川美術館蔵)。 豊置雰普七回忌の農

長4(1604)年 に行われた、豊国神社の臨時大祭の様子を描いた屏風。右隻には、もろ肌脱いだ「かぶ

き者」の喧嘩の様子が描かれている。

裁
断
銘
を
活
用
し
た
面
も
あ

っ
た
の
で

な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
う
し
た
風
潮
、

相
は
、
５
代
将
軍
と
な

っ
た
綱
吉
が
行

た
、
徳
と
秩
序
を
重
ん
す
る
文
治
政
治

・

徹
底

に
よ
り
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
一

な
る
の
で
あ
る
。

延宝8(1680)年 に将軍の座に就いた5代徳川綱吉

は、儒学に造詣が深 く、武家諸法度の冒頭を、従来

の「文武弓馬ノ道、専ラ相嗜ムベキ事」から「文武忠

孝を励 し礼儀を正すべき事」へ変更 して、武威から

忠孝・礼儀で上下の秩序を維持する論理へと転換

した。

そのためあらゆる武術の「他流試合禁止」を発令

したほか、200名 に及ぶ旗本奴を検挙 して「かぶき

者」を一掃するなど取締りを徹底。町人に許されて

いた脇指帯刀にも厳 しい制限を設けた。

よく知 られている「生類憐みの令」は、犬は特別

だが、全ての生類、人々に慈悲の心が肝要として社

会的弱者を救済する法令群である。違反者を厳 し

く取締 り、慈悲や仁の心を重視 して命を尊重する

という価値観を社会に根付かせていつた。また服

忌令 (親族 らの死にあたって一定の期間服喪する

制度)が制定され、神道思想から死や血への機れの

意識を生む。こうした綱吉の意識改革ともいえる

文治政治の徹底により、道端に死体が平気で放置

されるような非人道的な光景は次第になくなった

のである。

江戸時代後期、

新々刀期の裁断銘の背景

18世紀になると藩校の充実、寺子屋教育の

普及で識字率が高まり、多くの分野で出版が

盛んになり、刀剣分野も同様で各種の本が出

された。情報が多くなると、それら各種情報を

整理するニーズも生まれ、その一つが「刀剣番

付」であり、最上作、上々作などの格付け本が

販売される。同時に、斬れ味の格付けも求めら

れる。この判断に適格なのは幕府御様御用山

由幾漁 簡家である。面白家の弟子の店椎羊

助が斬れ味に言及した『懐宝剣尺』を1797年 に

出版 し、その実質的な改定版の『古今鍛冶備

署』を品由幾若脊 l与 告睡 (五代)は 門人と共に

文政13(1830)年 に刊行した。この中で古刀、新

刀の刀工は最上大業物、大業物、良業物、業物

などと格付けされた (貴重な古名刀などは試

し斬りに供されないので掲載されていない)。

この風潮が、当時の新身 (新 々刀)の斬れ味

にも向けられた結果、新々刀期の裁断銘が生

まれたと考えられる。山田家の裁断銘が多い

固山宗次と一門は、この結果を宣伝にも使つ

たのではなかろうか (文 /伊藤三平)。

銘
だ
か
ら
こ
そ
の
価
値
）
。

④
先
祖
か
ら
伝
わ
る
利
刀
が
明
暦
の
大
火

で
焼
失
し
、
新
身
の
斬
れ
味
を
確
認
し

た
か
っ
た
と
言
う
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。

当
時
活
躍
し
て
い
た
寛
文
新
刀
の
刀
鍛

冶
も
、
自
身
の
刀
剣
の
鋭
利
さ
の
宣
伝
に
、

〇 饉 哲
つた
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